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●日本WHO協会フォーラム「節足動物が媒介する感染症から身を守ろう」

地球規模マラリア根絶への挑戦
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本日はオセアニアのヴァヌアツ島と、アフリカのビ

クトリア湖で行っているマラリア根絶を目指すプロジ

ェクトについてお話します。
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図1 1946年以前のマラリアの分布
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大阪市立大学教授 合； 子^ 明

1946年ごろには多くの温帯の国々でもマラリア

は流行していました。日本でも、感染者は大勢いたの

ですが、 1955年ごろまでに、国内での伝播はなくな

りました。しかしこの時の蚊は、今も残っているのです。

---,-----一細--
図2 マラリアの流行と対策の世界地図

図2は最新のマラリアマップです。Aの地域はマラ

リアの伝播が現在停止しておリ、Bの地域は、対策の

強化によリマラリア根絶を目指しています。Cの地域

（アフリカ・南アジア・南米）では今も強い伝播がつづ

いています。

今なお約22億人が感染の危険性とともに生活し

ていて、 1年間に約5億人が発症し、そのうち約66万

人が命を落としています。その80%はサブサハラ（サ

ハラ以南のアフリカ）の5歳以下の子供です。

マラリアは、マラリア原虫を保有した雌のハマダラ

蚊に刺されることにより感染し、一定の期間経過して

から発熱等の症状が現れます。素早く治療を開始す

ることでほとんどが回復します。

また、流行地域の大人は獲得免疫によリ、重症化を

免れています。新生児は、数力月間は母親から受け継

いだ免疫で守られています。

しかし、5歳未満の子供たちの獲得免疫は不十分で

す。マラリアには有効なワクチンはありませんが、治

療薬はあります。マラリアと貧困には強い相関関係が

みられ、流行地の小児が発熱などの症状を呈しても

早期に適切な診断・治療を受けられない環境が究極

の問題であると考えられます。



マラリアがもたらす社会経済的負荷 (Sachs. Nature 2002) 
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図3 GDPとマラリア流行の相補的関係

マラリアと人類とのつきあいは、十数万年前に現

生人類が現れたときからはじまリ、熱帯熱マラリア原

虫を抱えて人類は世界に広がっていきました。そして

パプアニューギニアやオーストラリア大陸には4万年

ほど前に人類は到達していたのですが、今日お話しす

るヴァヌアツのあるオセアニアの島々には4000年前

ごろにマラリアとともに人類は到達しました。

しかし、太平洋上にあるバクストン線はハマダラ蚊

の分布の限界で、タヒチやトンガのあるポリネシアに

はハマダラ蚊もいなければマラリアもないのです。

マラリアの関係が確認され、改めて根絶計画が持ち

上がってきたのです。
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●マラリアの撲滅を目指す

マラリアに関した研究にノーベル賞が授与された

のは1950年までに4回あり、これらの研究成果を得

て1955年には最初のマラリアの根絶計画が立ち上

げられました。しかし、感染撲滅はかなリ困難なことだ

と判断し、死んでゆく大勢の子どもたちに対処するた

め、 1993年に疾患管理強化という方向に変わったの

です。そして、2000年の沖縄サミy卜などで、貧困と

マラリア対策：ノーベル賞

1880 Laveran、ヒトマラリア原虫発見

1897 Ross、アノフェレス属蚊伝播同定

1922 Wagner-」auregg、梅毒マラリア療法

1948 Muller、DDT開発

マラリア対策：世界戦略

1955 世界マラリア根絶計画

1978 PHCによる感染制圧

1993 マラリアサミット 疾患管理

2000 貧困とマラリア

2008 新たな世界マラリア根絶計画

●病気の根絶とは

人類が根絶を実現した唯一の病気は天然痘です。

1960年代まではマラリアと同じような状態だったの

ですが1977年のソマリア人青年を最後に自然感染

の天然痘患者は報告されておらず、 1980年にWHO

は根絶宣言を行いました。

図5 インドの天然痘の症例数

インドでも、最初は全員に天然痘ワクチン接種を試

みたのですがコンプライアンスがよくなくて全員接

種行えなかった。そのため、政策を変えて患者の発見

に努め、患者が発見されたその周辺の人に接種する

方法に切リ替えたのです。これにより、一時的に患者

数が増えたのですが、図5のように1976年に患者数

は0になりました。このことは、トゥールを手に入れる

だけでなく、トゥールをいかに使うかが撲滅作戦には
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大事なことをしめしています。

マラリアも今世紀中に最後の患者（ラストチャイル

ド）を確認できるかは、いまだ不明です。

●マラリアの種特異性

ゴリラはゴリラのマラリア、チンパンジーはチンパ

ンジーのマラリアというように種特異性があるので

す。人間は、チンパンジーに最も近いのですが、最近

の研究では人間の熱帯熱マラリアはゴリラのマラリ

アから出てきことが示されました。三日熱マラリアは

東南アジアの猿のマラリアが人に移ったようです。こ

の三日熱マラリアはアフリカには極めて少ないのが

特徴です。

●マラリア原虫

マラリア原虫は人の肝臓・赤血球・蚊の体内を約2

カ月かけて巡回して、赤面球に入ったときに発症しま

す。そして、多くの薬剤は赤血球にある時に効果をし

めしますが、プリマキンは蚊に入る時や肝臓に入るス

テージに効果のある特別な薬で、マラリア撲滅では

要となる薬です。
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図6 マラリア原虫のライフサイクルと薬剤

●ヴァヌアツのこと

菌4の通り、ヴァヌアツは、オーストラリアの北東に

あリます。68の島からなる、人□24万人の共和国で
す。驚くべきことに120の言語があり、長期間の孤立

を示しています。フツナ島以外のすべてでマラリアが

流行していました。往来が不便なため隔絶ごれた環

境は、マラリア根絶の可能性を探るプロジェクトに適

していると考えました。

ヴァヌアツの最南端、アネイチュウム島は人口700

人の島で、住民はタロイモを耕作して食べる、自給自

足の生活を営んでいました。ここは、戦争も飢饉もな

い平和なところで、住民は日本の縄文時代のような

住まいで生活を送っています。このアネイチュウム島

で1991年からマラリア根絶の活動を開始しました。

鳥民の協力のもと、雨季直前に蚊の寿命を考えて、9

週間の投薬を全員に行いました。あわせて殺虫剤処

理した蚊帳の配布、ボウフラを食べる魚の放流など

の対策を実施し、7年後にほぽマラリアの撲滅が実現

しました。

そして、外からのマラリアの移入を防ぐための現地

住民による全入島者や発熱患者へのマラリア検査が

開始され、このサーベイランスは今なお続けられて

います。また年1回島民全員を検査しマラリア感染が

ないことも確認しています。
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図8 アネイチュウム島を訪れる親光客

この島では1991年から20年間のマラリア撲滅維

持とパラレルでクルーズ船の数が倍増しました。その

結果、民芸品を観光客に売るなどをして利益が島に

もたらされ、その一部がマラリア検査強化や小学校

改築に使われるという正の循環が生まれるに至りま

した。

ヴァヌアツの他の島でもアネイチュウム島のように

マラリア撲滅に動き出しておリ、この国におけるマラ

リア撲滅の実現が期待されています。
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●ケニアでも

ケニアの国内線の機内誌にも、熱帯アフリカにお

いてマラリアが撲滅できるのかと話題にとリあげら

れています。

~-­
図9 ケニアの国内線の機内誌のコラム

、一、、

図11 調査に参加した学生と現地の小学生

現在、ケニア共和国でも、対策が功を奏して、地域

によってはマラリアの感染率が低くなっています。し

かし、図10が示すようにビクトリア湖周辺のマラリア

罹悪率が高いのです。ウガンダやコンゴでも同じよう

に感染率が高いのです。
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図10 ケニアにおけるマラリアの感染率

ビクトリア湖に浮かぶ島を見て、アネイチュウム島

で培った撲滅戦略を、アフリカのマラリア撲滅に応用

できるか挑戦しようと思いました。そして、大阪市立

大学の学生とともに、現地に行って調査を開始してい

ます。

治療薬をどのように使いこなすかが大切なことで

すが、薬剤耐性の問題もあり最近では漠方薬の中か

ら開発されたアーテミシニンとの併用療法(ATC療

法）とプリマキンにより、迅速なマラリア撲滅を目指し

ています。

当地では普適に学校に来ている学童も感染してお

り、彼らの感染率は70%と非常に高いのです。蚊帳は

配布されているのですが、それを漁具や烏かごに転

用している住民もいます。マラリアの撲滅には、ここ

でも住民自身の意識向上と協力が大切です。

このケニアでのプロジェクトは、ケニア・中国・巳本・

アメリカ・イギリス・スウェーデンの科学者が協力して

進めています。
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